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岡山大学歯学部公開講座 

医療支援歯学教育コースワーク (講義シリーズ) 第 1 回 

歯学生・歯科医療者が知っておくべき災害時医療の実際 

―東日本大震災を教訓として 

 
■日 時：2015 年 8 月 8 日(土) 13:30 ~ 16:55 
■場 所：岡山大学歯学部棟 4 階第 1 講義室 (岡山市北区鹿田町 2-5-1) 

 

本公開講座は，文部科学省 課題解決型高度医療人材養成プログラム選定事業「健康長寿社会

を担う歯科医学教育改革 －死生学や地域包括ケアモデルを導入した医科歯科連携教育体制の

構築－」の一環として実施されます． 
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ご 挨 拶 

窪木 拓男 

文部科学省 課題解決型高度医療人材養成プログラム 

選定事業「健康長寿社会を担う歯科医学教育改革」 

事業責任者 

岡山大学歯学部長 

 

 

東日本大震災から早くも 4 年半近い月日が経った．いまだ多くの方が避難生

活を余儀なくされていることに対し，心からお見舞い申し上げるとともに，被

災地の復興を心から願っている． 

さて，岡山大学では，平成 7 年に発生した阪神淡路大震災において支援活動

を実施した経験から，大規模災害に対する対応マニュアルが作成されており，

東日本大震災においても，そのマニュアルを活用して頂いたところである．ま

た，本日講師としていらして頂いた岩手医科大学の方々は，東日本大震災を目

の前で経験され，乗り越えられたという貴重な経験をされた方々である． 

大規模災害時は，避難所での劣悪な環境から，口腔内が不潔になりやすいこ

とに加え，避難時の義歯紛失に伴い，避難所で食事を摂ることができず，低栄

養になりやすいといった問題等も生じる．その結果，誤嚥性肺炎の発症リスク

が高くなることが知られている．すなわち，被災地で歯科医療者が貢献出来る

ことは多々あるのである．しかしながら，歯科医療者として，災害現場でどの

ように活動すれば良いかわからないという声が多いことも事実である． 

その中で，岡山大学歯学部が平成 26 年に採択された「文部科学省 課題解決

型高度医療人材養成プログラム」では，災害時医療に関する項目も組み込まれ

ており，災害現場で活躍出来る人材を養成しようとしている．西日本では南海

トラフ地震への備えが喫緊の課題となっているが，南海トラフ地震に限らず，

歯学生・歯科医療者がいつ起こるかわからない災害現場で少なからず貢献が出

来るよう本講義がよいきっかけとなることを心から願っている． 
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開 催 趣 旨 

曽我 賢彦 

文部科学省 課題解決型高度医療人材養成プログラム選定事業 

「健康長寿社会を担う歯科医学教育改革」事業推進委員 

岡山大学病院 医療支援歯科治療部 副部長・准教授 

 

 

平成 26 年度，文部科学省は，大学・大学病院を通じて，健康長寿社会の実現

に寄与できる優れた医療人材を養成するため特色ある取組を公募しました．「課

題解決型高度医療人材養成プログラム」と名付けられた事業で，我が国が抱え

る医療現場の諸課題等に対して，科学的根拠に基づいた医療が提供でき，健康

長寿社会の実現に寄与できる優れた医療人材を養成するため，大学自らが体系

立てられた特色ある教育プログラム・コースを構築し，全国に普及させ得るべ

く，これからの時代に応じた医療人材の養成に取り組む事業を選定し支援する

ものです． 

医師・歯科医師を対象とした人材養成を目的とする取り組み (5,000 万円以内/

年で平成 26 年度から 5 年以内 (予定)) が公募され，「健康長寿社会の実現に貢

献する歯科医療人養成」の分野では 2 件の公募がなされました． 

岡山大学は，北海道大学，金沢大学，大阪大学，九州大学，長崎大学，鹿児

島大学，岩手医科大学，昭和大学，日本大学および兵庫医科大学の連携大学群

とともに，計 11 校で「健康長寿社会を担う歯科医学教育改革―死生学や地域包

括ケアモデルを導入した医科歯科連携教育体制の構築―」事業を申請し，採択

に至りました．昨年度よりこのコンソーシアムで，本邦に求められる歯科医学

教育改革を進めております．本改革は歯学部関係者だけの力では成就しません．

事業を推し進めるにあたり，東京大学死生学・応用倫理センター，東京大学高

齢社会総合研究機構，国立長寿医療研究センターおよび東京都健康長寿医療セ

ンター研究所に協力施設となっていただき，医療教育基盤と足並みをそろえた

改革にチャレンジしております． 

本事業では，コンソーシアムを構成する連携大学群および協力施設群で，以

下の医療支援歯学教育コースワークを順次開始し，連携大学の教員 FD や学生交

流に解放，提供する予定としております． 
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① 生活習慣病予防と歯科，急性期歯科医療，在宅介護歯科医療に関する講義

シリーズ 

② 要介護高齢者を模したシミュレーター演習や老人介護・在宅介護施設を用

いた PBL 演習 

③ 岡山大学病院周術期管理センターを利用した高度医療支援・周術期口腔機

能管理実習 

④ 臨床講師等を利用した在宅介護・訪問歯科診療参加型学外臨床実習 

 

本日の公開講座は，上記のうち，①の講義シリーズを開催し，全連携大学で

利用可能な e-learning コンテンツの作成を目的とするものです．歯学生・研修歯

科医のみならず，皆様にこの事業を広く公開し，幅広く交流と意見交換をでき

ればと企画させていただきました． 

本日はその初回となります．次頁以降の「医療支援歯学教育コースワーク」

のうち，“死生学，健康増進・虚弱予防の概念に基づく講義シリーズ 2 (急性期医

療)” の “第 13 回: 災害時医療” および “第 15 回: 災害時の歯科の役割 (東日本

大震災)” の内容について公開講座を実施します．講義は各分野に極めて造詣が

深い先生方にお願いいたしました．東日本大震災を実際に経験され，その後こ

れを教訓として災害時の歯科医療の在り方について精力的な提言，活動をされ

ておられる岩手医科大学歯学部臨床教授 大黒英貴先生，東北大学病院特命教授 

細川亮一先生にご講演いただきます．細川先生は国際貢献のご経験もあり，こ

のことについても触れていただけるものと思います．さらに，災害時医療を俯

瞰する救急医学の医師の立場から，本学の名誉教授であり，日本集中治療医学

会の理事長でもある氏家良人先生にご講演をお願いしております． 

スタッフともども，歯学生・歯科医療者がいつ起こるかわからない災害現場

で少なからず貢献が出来るよう，本公開講座がよいきっかけとなればと考えて

おります．現代社会に必要な新しい歯学教育に資する会になればと考えており

ます． 

歯学生・研修歯科医の皆さんはしっかりと勉強，研修をしていただき，教員，

実際の (歯科) 医療現場等の皆様におかれましては，積極的な意見交換等をお願

いできればと存じます．よろしくお願い申し上げます． 
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(文部科学省 課題解決型高度医療人材養成プログラム申請資料より引用抜粋) 
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医療支援歯学教育コースワーク (講義シリーズ) 第 1 回 プログラム 

 

13:30 ~ 13:45 

開会の辞 窪木 拓男 

文部科学省 課題解決型高度医療人材養成プログラム選定事業 

「健康長寿社会を担う歯科医学教育改革−死生学や地域包括ケアモデルを

導入した医科歯科連携体制の構築−」事業責任者 

岡山大学歯学部長 

趣旨説明 曽我 賢彦 

文部科学省 課題解決型高度医療人材養成プログラム選定事業 

「健康長寿社会を担う歯科医学教育改革−死生学や地域包括ケアモデルを

導入した医科歯科連携体制の構築−」事業推進委員 

岡山大学病院 医療支援歯科治療部 副部長・准教授 

13:45 ~ 14:40  

歯学生・歯科医療者が知っておくべき災害救急現場の実際—総論 

氏家 良人 先生 

岡山大学名誉教授 

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 救急医学 特命教授 

川崎医科大学 救急総合診療医学 特任教授 

14:40 ~15:35 

災害時における歯科コーディネートの実際 

〜東日本大震災を経験して〜 

大黒 英貴 先生 

一般社団法人岩手県歯科医師会 専務理事 

岩手医科大学歯学部 臨床教授 

 

15:35 ~15:45 小 休 憩 

 

15:45 ~16:40 

歯学生・歯科医療者が知っておくべき国際医療貢献 

細川 亮一 先生 

東北大学病院 周術期口腔支援センター長 (特命教授) 

16:40 ~16:55 

閉会の辞 飯田 征二 

岡山大学病院 歯科系代表副病院長 

開 会  

講 演 1 p. 14 

講 演 2 p. 26 

講 演 3 p. 33 

閉 会 
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災害における医療支援は，災害直後から 24 時間の超急性期 (Phase 0)，48 時間の急性期 

(Phase 1)，数週間の亜急性期 (Phase 2)，その後，数ヶ月ときには数年に及ぶ慢性期 (Phase 3)

と分けて説明されることが多い． 

Phase 0~1 では，もし，自分も被災した場合，自分の安全が確保されている場合は医療者

として救援に当たる．被災地では，まず病院内や自治体で災害対策本部が立ち上がることに

なっており，災害のコマンダーである本部長またはそれに代わりうる者が指揮を執りはじめ

るので (Command & Control)，可能であれば医療支援者としての自分の存在を連絡しその指

揮下に入るようにする．救援時には常に自己の安全，現場の安全，その他のスタッフの安全

に留意し  (Safety)，現場と災害本部との意思疎通，情報収集と情報の共有を図る 

(Communication)．これらを元に，評価や判断がなされる (Assessment) が，災害医療は救急

医療と異なり医療資源が被災者に対して圧倒的に少なくなる．そのため被災者のトリアージ 

(Triage) が必要であり，黒 (死亡・治療無効群)，赤 (緊急治療群)，黄 (準緊急治療群)，緑 (非

緊急治療群) の 4 群に分けられ，治療 (Treatment) が開始されるが，赤の群に対する救命治

療を優先する．もし，被災地での治療が困難な場合は傷病者を安全で医療資源のある地域や

病院へ搬送 (Transport) することを考慮する．Phase 0 や 1 の時相での災害支援では，上記の

ような CSCATTT という 7 つの頭文字で表される原則を認識し，それぞれの立場でできる支

援を行う必要がある． 

また，Phase 2 や 3 における支援として，東日本大震災では歯学系医療者に対して社会が

期待したことは，検屍から避難所における口腔ケアや歯科診療まで幅広いものであった．歯

科医療者は医療者として，また，一市民として助け合うことが重要であり，その役割を果た

すことを認識しておかなければならない． 

歯学生・歯科医療者が知っておくベき 
災害時医療の実際−総論 

氏家 良人 うじけ よしひと 

岡山大学名誉教授 

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 救急医学 特命教授 

川崎医科大学 救急総合診療医学 特任教授 

 講 演 概 要 

講 演 1 
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ご略歴 

1975 年 北海道立札幌医科大学医学部 卒業 

 札幌医科大学医学部 麻酔学講座 研究生 

1979 年 札幌医科大学附属病院 災害外傷部 助手 

1980 年 旭川赤十字病院 麻酔科 医長 

1982 年 札幌医科大学医学部 麻酔学講座 助手 

1985 年 札幌医科大学医学部 麻酔学講座 講師 

1986 年 旭川赤十字病院 麻酔科 部長 

1987 年 札幌医科大学附属病院 救急集中治療部 講師 (副部長) 

1995 年 宮﨑医科大学 救急医学講座 助教授 

1998 年 北海道立小児保健総合センター 手術部長 

2000 年 岡山大学医学部 (大学院医歯薬学総合研究科)  

 救急医学講座 教授 

現在 岡山大学名誉教授 

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 救急医学 特命教授 

川崎医科大学 救急総合診療医学講座 特任教授 
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2011 年 3 月の東日本大震災は，甚大な被害をもたらし，それまでの住民の生活を一変さ

せた．人間の想像をはるかに超えた自然災害は，私たち歯科医療従事者にも多くの影響を及

ぼし，今後の課題を与えた． 

東日本大震災は，津波被害が広域で，被災地の歯科医療機関や自治体の被災が酷かったこ

ともあり，早期に歯科保健医療の需要を把握することが困難であった． 

そのような状況下で，被災県の歯科医師会や大学歯学部等が関係団体と連携しながら，避

難所や高齢者施設等の被災者への歯科保健医療の提供を行い，結果的には全国から延べ約

1,500 名以上の歯科医師・歯科衛生士ら医療従事者が口腔ケアなどの活動を行った． 

岩手県でも，震災翌日から警察歯科活動の身元確認作業のため歯科医師を派遣しその後，

歯科医院が全壊となった被災市町を中心に，災害救助法に基づき歯科医師や歯科衛生士ら約

1,000 名を派遣し，避難所の歯科医療や歯科保健指導を提供した．また仮設住宅や集会所を

中心に口腔ケア指導等の被災者健康支援として現在も活動を続けている． 

実際に，災害が発生すれば，災害の種類や規模にもよるが，停電や通話規制等で，情報収

集が極めて困難になる．そのような状況で患者，従業員，家族等の安全確保を優先するが，

その後いつから誰が，どこで，所属組織の行動計画や災害マニュアルに則って行動を起こす

のか，その初動体制が，その後の活動に影響を及ぼすことが，東日本大震災でも浮き彫りに

なった． 

そこで東日本大震災における岩手県歯科医師会の対応を例にしながら，災害時の組織とし

ての具体的な対応を再度確認し，歯科医師として災害時に何ができるか，歯科的コーディネ

ートをどのように行動したのか検証してみたい． 
また日本歯科医師会において，4 月に開催された「災害歯科保健医療連絡協議会」並びに，

全国で開催されている「災害歯科コーディネーター研修会」の内容についても紹介したい． 

災害時における歯科コーディネートの実際 

大黒 英貴 だいこく ひでき 

一般社団法人岩手県歯科医師会 専務理事 
岩手医科大学歯学部 臨床教授 

講 演 概 要 

講 演 2 
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 ご略歴 

1988 年 岩手医科大学歯学部 卒業  
1991 年 岩手医科大学歯学部 歯科補綴学第一講座 助手 

1992 年 医療法人弘慈会加藤病院 歯科長 
1995 年 盛岡市仙北町で開業 
1997 年 盛歯企画委員，盛歯訪問歯科診療臨時委員， 
 県歯公衆衛生常任委員 
2000 年 岩手県歯科医師会 地域歯科保健委員会常任委員 
2003 年 岩手県歯科医師会 理事 
2009 年 岩手県歯科医師会 常務理事 
2011 年 岩手県歯科医師会 専務理事 
2013 年 日本歯科医師会 理事 
2015 年 岩手県歯科医師会 専務理事 
現在  岩手医科大学歯学部 臨床教授， 
 岩手県歯科医師会 専務理事 
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近年，国内外を問わず大規模な震災が頻発しています．私自身は，東日本大震災を仙台で

経験しました．また，それ以前に震災後のハイチ共和国に医療ボランティアに訪れるという

機会を得ていました．これらの震災から得た経験を二つの国を比較検討し，歯科の役割につ

いて考えてみたいと思います． 

私が，ハイチ共和国を訪れたのは震災から九ヶ月後の 2010 年 10 月 16 日~23 日でした．

震災直後は，栄養サポートから高カロリー食でかつ保存可能な食事が提供されます．震災直

後，我々も経験した通り，提供される食事はおにぎり等の炭水化物や，菓子パンでした．も

ちろん，震災直後に必要なエネルギー源でありこれらの食事の提供は必要不可欠です．しか

し，一方で我々歯科として考えた場合，このことは将来において口腔に大きな問題を引き起

こすことが容易に予想されます． 

実際ハイチ共和国では，国際援助が多かったと思われる都市部と被害が少なく援助が少な

かった思われる山間部の子供を比較したところ，都市部の子供にう蝕が多く認められました．

一方，宮城県では，著しいう蝕の増加が現在まででは報告されていません．このことは，平

時，口腔衛生の概念が普及している国と普及していない国では，震災後のう蝕リスクの違い

を示唆しています． 

また，第 2 回医療支援歯学教育コースワークにおいてテーマである周術期医療も，震災同

様人生における突然の出来事と思われます．この周術期口腔機能管理においても平時の口腔

衛生状態が，がん等の治療成績に影響を与えかねないことが報告されています． 

歯科の役割は，震災等の緊急時にも当然求められますが，一方で平時ならびに震災から時

間が経ち日常生活に戻る過程においての役割がさらに大きくなると思われます．震災への備

え，がん等の大病への備えについて歯科の役割を，国際援助と周術期口腔機能管理を例に考

察したいと思います． 

歯学生・歯科医療者が知っておくべき国際医療貢献 

細川 亮一 ほそかわ りょういち 

東北大学病院 周術期口腔支援センター長 (特命教授) 

講 演 概 要 

講 演 3 
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ご略歴 

1999 年 東北大学歯学部 卒業 
2003 年 九州大学大学院 歯学研究院 修了 
2003 年 アメリカ南カルフォルニア大学歯学部 博士研究員 
2009 年 東北大学大学院歯学研究科 助教 
2012 年 東北大学大学院歯学研究科 講師 
2014 年 東北大学大学院歯学研究科 准教授 
2015 年 東北大学病院 周術期口腔支援センター長 (特命教授) 
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岡山大学歯学部公開講座 医療支援歯学教育コースワーク (講義シリーズ) 第 1 回 

実行委員長: 曽我 賢彦 (文部科学省 課題解決型高度医療人材養成プログラム選定事業「健康長寿社会を担う歯科医学教育改革」事業

推進委員，岡山大学病院 医療支援歯科治療部 副部長・准教授) 

運営委員長: 園井 教裕 (岡山大学歯学部 歯学教育・国際交流推進センター 助教) 

運営委員:  杉本 恭子 (岡山大学 医療教育統合開発センター 歯科医学教育改革部門，文部科学省 課題解決型高度医療人材養成プロ

グラム選定事業「健康長寿社会を担う歯科医学教育改革」特任助教) 

武田 宏明 (同上) 

前田あずさ (岡山大学歯学部 歯学教育・国際交流推進センター 助教) 

川瀬 明子 (同上) 

山中 玲子 (岡山大学病院 医療支援歯科治療部 助教) 

小﨑 弘貴 (岡山大学病院 医療支援歯科治療部 医員) 

樋口 智子 (岡山大学病院 医療支援歯科治療部 医員・レジデント) 

藤森 浩平 (同上) 

吉冨 愛子 (岡山大学病院 周術期管理センター 医員) 

室  美里 (同上) 

岡田 純幸  (岡山大学 医療教育統合開発センター 歯科医学教育改革部門，文部科学省 課題解決型高度医療人材養成プロ

グラム選定事業「健康長寿社会を担う歯科医学教育改革」事務補佐員) 



 

 

 

 



 

2015.8.8 
医療支援歯学教育コースワーク (講義シリーズ) 第 1 回 

歯学生・歯科医療者が知っておくべき災害時医療の実際 
 

  

2 

 

 


